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第
３９
回
越
谷
市
民
文
化
祭 

A

１１
月
２２
日
貅
〜
２５
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
７
時
（
２５
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

B

サ
ン
シ
テ
ィ
（
新
越
谷
駅
・
南
越
谷
駅

下
車
徒
歩
５
分 

D【
出
品
部
門
】絵
画
、
工
芸
、
書
、
華
道
、

盆
栽
な
ど
【
出
演
部
門
】
邦
楽
、
合
唱
、

詩
吟
、
民
謡
、
茶
道
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
な
ど 

G
無
料 

I
越
谷
市
生
涯
学
習
課
蕁
９６３
・
９
３
０
７ 

  

ソ
ウ
カ
パ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

A

１２
月
９
日
豸
　
午
後
３
時
開
演 

B
草
加
市
文
化
会
館 

D

出
演
＝
円
光
寺
雅
彦
（
指
揮
）
、
東
京

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
草
加
市

民
合
唱
団
、
草
加
児
童
合
唱
団
、
曲
目
＝

「
ボ
レ
ロ
」
「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
「
大

地
讃
頌
」
、
「
小
さ
な
世
界
」
ほ
か 

G
Ｓ
席
２
０
０
０
円
、
Ａ
席
１
５
０
０
円 

I
草
加
市
生
涯
学
習
課
蕁
９２２
・
２
８
３
０ 

  

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７ 

A

１１
月
２４
日
貍
・
２５
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
（
２５
日
は
午
後
３
時
ま
で
） 

B

三
郷
市
勤
労
者
体
育
館
・
市
民
広
場
ほ

か
（
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅
南
口
行
き
バ
ス

で
「
三
郷
市
役
所
下
車
」
、
ま
た
は
三
郷

中
央
駅
か
ら
徒
歩
１５
分
） 

D

友
好
都
市
の
特
産
物
販
売
、
抽
選
会
、

野
菜
・
盆
栽
の
品
評
会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

シ
ョ
ー
、
各
種
無
料
相
談
会
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
工
業
物
産
展
な
ど 

I

三
郷
市
商
工
農
政
課
蕁
９５３
・
１
１
１
１

A
２
２
６
１ 

  

「
安
全
・
安
心
・
元
気
な
吉
川
！
」 

　
第
１２
回
吉
川
市
民
ま
つ
り  

A

１１
月
１８
日
豸 

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時   

B
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
（
吉

川
駅
か
ら
お
あ
し
す
行
き
バ
ス
、
ま
た
は

吉
川
き
よ
み
野
行
き
バ
ス
で
「
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
前
」
下
車
す
ぐ
） 

D

物
産
展
示
即
売
、
模
擬
店
、
福
引
抽
選

会
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
熱
気
球
、
国

際
色
豊
か
な
料
理
の
販
売
な
ど 

I

吉
川
市
市
民
参
加
推
進
課
蕁
９８２
・
９
６

８
５ 

  

埼
玉
県
民
芸
術
文
化
祭
２
０
０
７ 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
・
フ
ェ
ス

タ 

in 

エ
ロ
ー
ラ 

A

１１
月
１８
日
豸
　
午
後
１
時
開
演
（
午
後

０
時
３０
分
開
場
） 

B

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
北
越
谷
駅

か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ
ス
で
「
中
央
公
民

館
前
」
下
車
） 

D

県
内
で
活
動
し
て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
音

楽
家
１５
団
体
（
２
台
ピ
ア
ノ
、
弦
楽
、
管

楽
等
の
室
内
楽
） 

G
無
料 

I

田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
蕁
９９２
・
１
０

０
１ 

　
■
広
聴
広
報
課
　
蕁
A
４
２
３
 

  　
　
わ
が
家
の
愛
犬
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
五
　
　
小
林
千
代
子
 

よ
う
や
く
痛
み
も
と
れ
た
よ
う
で
 

や
す
ら
か
に
 

眠
り
に
つ
い
た
私
の
愛
犬
よ
 

お
前
も
か
な
り
老
い
て
し
ま
っ
た
ね
 

幼
い
こ
ろ
は
、
私
の
傍
ら
を
 

し
き
り
に
飛
び
、
跳
ね
回
っ
て
い
た
が
 

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出
が
私
の
な
か
で
 

重
な
り
合
っ
て
な
ら
な
い
 

お
前
は
数
え
き
れ
な
い
よ
ろ
こ
び
を
 

私
に
与
え
て
く
れ
た
 

そ
し
て
私
の
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
 

教
え
て
く
れ
た
の
だ
っ
た
 

（
評
）
な
る
べ
く
説
明
は
避
け
て
、
描
写

を
な
さ
る
こ
と
で
す
。
少
し
直
し
ま
し
た
。
   　

　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
高
谷
　
多
門
 

夕
焼
け
て
沈
み
ゆ
く
陽
が
病
室
の
 

　
　
　
カ
ー
テ
ン
染
め
る
時
の
寂
し
さ
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

中
秋
の
名
月
過
ぎ
て
北
の
地
に
 

　
　
　
初
冠
雪
の
初
便
り
聴
く
 

　
　
　
　
　
　
中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

傘
寿
越
え
残
り
少
な
き
日
々
な
れ
ど
 

　
　
　
ハ
ガ
キ
絵
描
き
に
生
甲
斐
感
ず
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子
 

秋
分
も
過
ぎ
て
土
手
道
昼
下
が
り
 

　
　
　
み
ご
と
な
り
け
る
彼
岸
花
咲
く
 

　
　
　
　
　
　
南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

格
技
界
あ
ら
ざ
る
行
為
続
出
に
 

　
　
　
国
の
文
化
の
衰
退
を
見
る
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

痛
み
し
義
兄
残
暑
厳
し
き
時
期
に
逝
き
 

　
　
　
看
取
り
し
義
姉
の
心
労
偲
ば
る
 

　
　
　
　
　
　
南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子
 

神
無
月
還
暦
迎
え
友
四
人
 

　
　
　
昼
食
済
ま
せ
思
い
出
話
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
 
斉
藤
　
富
子
 

旅
先
で
は
じ
め
て
語
る
つ
か
の
間
の
 

　
　
　
別
府
の
宿
の
湯
け
む
り
の
な
か
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
臼
方
美
代
子
 

国
技
な
る
相
撲
な
れ
ど
外
国
の
 

　
　
　
力
士
の
強
さ
目
立
つ
春
場
所
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
鈴
木
　
宏
子
 

川
岸
に
揺
れ
る
コ
ス
モ
ス
若
人
の
 

　
　
　
力
漲
り
競
う
レ
ガ
ッ
タ
 

  　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
加
藤
　
龍
子
 

父
母
の
年
越
え
て
卆
寿
や
祝
う
秋
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
八
　
　
栗
原
　
幸
子
 

い
わ
し
雲
孫
の
絵
手
紙
秋
と
な
り
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

遠
く
よ
り
は
や
し
の
調
べ
秋
祭
り
 

　
　
　
　
　
　
中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

雁
渡
る
空
に
ま
ば
ゆ
き
黄
金
雲
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

橋
の
下
こ
こ
に
も
燃
ゆ
る
曼
珠
沙
華
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

飢
餓
の
日
を
知
ら
ぬ
親
と
子
甘
藷
掘
る
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

白
滝
の
縁
と
る
如
き
紅
葉
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

金
木
犀
匂
い
し
夜
の
す
き
ま
風
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
横
山
　
英
道
 

ゴ
ミ
の
山
台
風
一
過
置
土
産
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
村
田
　
恭
子
 

若
き
日
の
ア
ル
バ
ム
開
く
良
夜
か
な
 

　
　
　
　
　
　
木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

一
年
の
重
き
を
背
に
し
稲
掛
け
へ
 

　
　
　
　
　
　
八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

夕
焼
け
で
山
黒
ぐ
ろ
と
裾
野
ひ
く
 

　
　
　
　
　
　
伊
　
草
　
　
高
橋
　
桂
輔
 

赤
児
の
手
握
っ
て
こ
ろ
び
癒
さ
れ
し
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

降
る
如
く
銀
杏
の
葉
積
る
新
勝
寺
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

池
の
辺
を
一
人
歩
き
て
秋
思
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子
 

つ
る
ば
ら
の
赤
き
実
光
る
河
原
か
な
 

　
　
　
　
　
　
大
曽
根
　
　
寺
井
　
時
子
 

止
め
ど
な
く
降
る
雨
音
や
秋
深
む
 

　
　
　
　
　
　
緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み
 

元
気
か
ね
声
を
か
け
合
う
秋
日
和
 

　
　
　
　
　
　
浮
　
塚
　
　
土
屋
美
智
代
 

遠
足
の
子
供
ら
の
声
天
高
し
 

　
　
　
　
　
鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

澄
み
わ
た
る
空
映
し
け
り
水
面
か
な
 

　
　
　
　
　
　
八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

初
ス
ス
キ
乳
児
の
髪
を
思
い
け
り
 

（
選
者
よ
り
）
熱
の
こ
も
っ
た
ご
投
稿
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

   ①
人
権
・
同
和
問
題
を
考
え
る
「
県
民
の

集
い
」
 

A

１２
月
１
日
貍
　
午
前
９
時
３０
分
〜
午
後

３
時
 

B

熊
谷
文
化
創
造
館
「
さ
く
ら
め
い
と
」

（
籠
原
駅
南
口
下
車
徒
歩
１５
分
）
 

D

清
水
ア
キ
ラ
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
」
、
中
島
ま
り
「
爆
笑
も
の
ま
ね
ラ
イ

ブ
」
、
隣
保
館
等
の
活
動
成
果
の
展
示
 

G
無
料
 

I
県
人
権
推
進
課
蕁
０４８
・
８３０
・
２
２
５
６
 

②
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
、
講
演
会
 

A

１２
月
８
日
貍
　
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分
 

B

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
東
口
下
車
徒
歩
１
分
）
 

D

平
成
１９
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ

ン
テ
ス
ト
埼
玉
県
大
会
表
彰
式
、
講
演
会

「
私
の
生
き
方
」
※
講
師
＝
中
村
メ
イ
コ

さ
ん
 

F

３００
人
（
先
着
順
）
 

G
無
料
 

I

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
蕁

０４８
・
８６３
・
２
２
１
１
 

       C

●
６０
歳
以
上
の
単
身
者
●
６０
歳
以
上
の

申
請
者
と
そ
の
配
偶
者
、
ま
た
は
６０
歳
以

上
の
同
居
親
族
１
人
 

B
安
心
ハ
ウ
ス
や
し
お
（
大
瀬
９３２
）
 

戸
数
　
１
戸
（
応
募
戸
数
を
超
え
て
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
）
 

D

ワ
ン
ル
ー
ム
、
２７
平
方
メ
ー
ト
ル
（
洋

間
、
台
所
、
浴
室
、
ト
イ
レ
）
鉄
骨
３
階

建
冷
暖
房
完
備
、
広
い
談
話
室
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
付
バ
リ
ア
フ
リ
ー
 

家
賃
　
月
額
６
万
５
０
０
０
円
（
他
に
共

益
費
等
１
万
円
）
※
所
得
に
応
じ
減
額
（
最

高
３
万
円
）
あ
り
 

H

建
築
課
、
ま
た
は
㈱
小
山
不
動
産
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

１１
月
１９
日
か
ら
２６
日
ま
で
に
窓
口
ま
た
は

郵
送
で
、
㈱
小
山
不
動
産
管
理
部
（
〒
３４０

―
０
０
５
３
草
加
市
旭
町
３
―
５
―
３
、

蕁
９３２
・
０
０
１
０
、
水
曜
日
・
第
３
火
曜

日
定
休
）
へ
 

  　
事
業
所
、
業
界
団
体
等
か
ら
の
推
薦
に
 

よ
る
ほ
か
、
対
象
者
本
人
が
応
募
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
 

C
市
内
の
事
業
所
に
従
事
し
、
次
の
要
件
 

を
満
た
す
方
▼
市
内
の
事
業
所
で
働
く
現

役
の
技
術
・
技
能
者
で
あ
る
こ
と
▼
優
良

な
技
術
・
技
能
を
有
す
る
こ
と
▼
他
の
技

術
・
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る
者
で

あ
る
こ
と
▼
日
本
標
準
産
業
分
類
の
職
種

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
。
 

H
商
工
振
興
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
（
推

薦
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１１

月
１２
日
か
ら
３０
日
ま
で
に
、
商
工
振
興
課

（
蕁
A
４
７
９
）
へ
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

あ
　
に
 

み
　
と
 

あ
　
ね
 

み
な
ぎ
 

わ
こ
う
ど
 

ふ
ち
 

い
や
 

い
ち
ょ
う
 

み
な
も
 

全国秋の火災予防運動 
１１月9日～１５日 

『火は見てる　あなたが離れる　その時を』 
　この運動は、火災予防の意識を高めていただくことで火災の発生を防止し、
高齢者等を中心とする死傷事故の発生を減らし、財産の損失を防ぐことを目的
としています。 

【重点目標】 
１　住宅防火対策の推進 
　住宅用火災警報器を設置しましょう。 
※悪徳な訪問販売員に注意しましょう。 

２　放火火災・連続放火火災防止対策の推進 
　ゴミは収集日に出すことを徹底し、家の周りに新聞、
雑誌など燃えやすいものは置かないようにしましょう。 

３　特定防火対象物等における防火安全対策の徹底 
　防災訓練に進んで参加し、地域ぐるみの協力体制を築きましょう。 

 
【住宅防火　いのちを守る　３つの習慣・４つの対策】 
 ３つの習慣 
☆　寝タバコは、絶対やめる。 
☆　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
☆　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

 ４つの対策 
☆　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
☆　寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
☆　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
☆　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 

I消防本部予防課蕁９９６－０１３４ 

人
権
週
間（
１２
月
４
日
〜
１０
日
） 

の
各
種
啓
発
事
業
 

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
入
居
者
 

八
潮
市
優
良
技
術
技
能
者
 


